
●嘔吐物などの汚物処理用

用　途

●本品は常温で保管してください。●ご使用後はお住まいの地域の規定に
従って廃棄してください。●本品の使用期限は製造月から36ヶ月です。

保管および取扱い上の注意

●用途以外では使用しないでください。●小児の手の届くところには保管
しないでください。●食べられません。●処理後、使用したキットは保存せ
ずに、お住まいの地域の規定に従って破棄してください。キット内の吸水ポリ
マーシートおよびペーパータオルはトイレに流さないでください。●ご使用
になる前に、キットに付属の『嘔吐物処理キットの使用方法』をよく読んで
からお使いください。

「使用方法」に関する注意

●本品１包（3g）に対してキットに付属の調製用水で溶かし、調製液を作製
してください。調製液はピンク色を呈します。キットに付属の『ルビスタ嘔吐
物処理キットの使用方法』の手順に従い正しく使用（処理）を行ってください。

●定められた「使用方法」を厳守してください。●手袋（ゴム・プラスチック
等）を装着して調製・使用してください。●目や顔などの人体、食器・食品には
使用しないでください。●直接体内に接触するような器具・器材には使用
しないでください。●酸性薬剤、塩素系薬剤などの他の薬剤と混合しないで
ください。●大理石や銅、亜鉛などの軟鋼は、酸化作用により劣化する恐れが
ありますので使用しないでください。

●酸化剤（ペルオキソ一硫酸水素カリウム）
●界面活性剤（ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム）
●添加物：着色料、香料 ●液性：酸性

●嘔吐物などで汚染された環境表面の除菌・洗浄

用　途

●用途以外には使用しないでください。●小児の手の届くところには保管し
ないでください。●本品および調製液を飲み込まないようにしてください。
誤って飲み込んだ時は、速やかに医師の診察を受けてください。医師の指示
がない限り、無理に吐かせないでください。意識のある場合には、十分な水
を飲ませ、意識のない場合には、何も与えないでください。●目に入らない
ように注意してください。目に入った場合には、速やかに水で洗い流してくだ
さい。その後、速やかに医師の診察を受けてください。●本品、調製液を取り
扱う際には、ゴム手袋、プラスチック手袋等を使用ください。●本品、調製液
との接触により、手荒れ・発疹・発赤、かゆみ等の症状が現れた場合は使用を
中止してください。●調製液が肌についた場合には、速やかに十分な水で洗
い流してください。

●本品は常温で保管してください。●ご使用後はお住まいの地域の規定に
従って廃棄してください。●本品の使用期限は製造月から36ヶ月です。

保管および取扱い上の注意

使用方法

「使用方法」に関する注意

成　分

使用上の注意

小児の手の届く
ところに保管しない

飲むくすりでは
ありません

ルビスタ
嘔吐物処理キット

品名 製品イメージ 内容量／規格 サイズ：
高さ×幅×奥行き（mm） JANコード

●環境除菌・洗浄剤
　ルビスタパウダー 1包

●添付文書 1枚

●PPE（使い捨てマスク・
　使い捨てエプロン・
　使い捨て手袋） 各１組

●調製用水 1本

●吸水ポリマーシート 1枚

●ペーパータオル 40枚

●ポリ袋 1枚

●使用方法説明書 1枚

90×256×178

メーカー希望
小売価格（税抜き）

2,700

重量（g）

691

嘔吐物処理キットの規格

ルビスタⓇ 嘔吐物処理キット

環境除菌・洗浄剤 ルビスタⓇパウダー

嘔吐物の簡単・迅速な処理に

このような場所での嘔吐物・汚物処理にご使用ください

クリニックの待合室など 介護施設の談話室など

幼稚園・保育園など 交通機関（電車、バス）など
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【お問合せ窓口】 杏林製薬株式会社 0120-093610 受付時間 9：00～17：00（月～金 ※土日祝日除く）
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ルビスタⓇ嘔吐物処理キットの製品特長

ルビスタⓇ嘔吐物処理キットの内容物一覧

ルビスタⓇ嘔吐物処理キットを用いた嘔吐物処理の流れ

嘔吐物処理に必要な器材がすべてキットに梱包されています。

適切な嘔吐物処理を簡単・迅速に行うことができます。

吸水ポリマーシートで嘔吐物を覆うことにより、汚染拡大を防止できます。

使い捨て
手袋

環境除菌・洗浄剤
ルビスタ パウダー 調製用水

ポリ袋 ポリ袋はキットの梱包箱にセットする
ことでゴミ箱として使用できます。

使用方法説明書

使い捨て
エプロン

吸水ポリマーシート ペーパータオル

使い捨て
マスク

この面を上に
してください

手で開封
できます

PPE（個人防護具）

添付文書

ルビスタ嘔吐物処理キット【A4パンフ P2-P3】　2014.7.9

嘔吐物には感染性微生物が含まれることがあり、感染拡大防止のため
迅速な処理が必要です。

この面を上に
してください

①汚染拡大の防止

残った嘔吐物をペーパ
ータオルで覆い、ルビ
スタ調製液で浸して
ペーパータオルごと
除去する

ポリ袋に入れて破棄
する

嘔吐物をシートごと
除去する

嘔吐物を吸水ポリ
マーシートで覆う

③除菌・洗浄 ④廃 棄②汚物の除去

ルビスタⓇ嘔吐物処理キットの使用方法
嘔吐物の簡単・迅速な処理に

使用後の
ペットボトル
も破棄する

1回で
使い切らない
ように

1回で
使い切らない
ように

必要に応じてペーパータ
オルで乾拭きし、残った
水分を拭取る。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

❽ ❾ 10

この面を上に
してください

はじめに吸水ポリマーシ
ートで嘔吐物を覆い、❷
～❺の準備作業を行う。

調製用水にルビスタパ
ウダーを入れ、溶解させ
る。（ルビスタ調製液の
作製）

ルビスタの溶解を待つ
間、使い捨てエプロン→
マスク→手袋の順に装
着する。

処理キットの中身を全て
取り出し、外箱のフタを
起こして図の様にする。

❻

処理したものをポリ袋に
廃棄する。

処理したものをポリ袋に
廃棄する。

11

12 13 14

処理したものをポリ袋に
廃棄し、余ったルビスタ
調製液は上から振りか
ける。

15 17

手袋→エプロン→マス
クの順に取り外し、都度
ポリ袋に廃棄する。

ポリ袋の内側に触れない
ように注意し、口をしっ
かりと結んで廃棄する。

全ての処理が終わった
ら、必ず手洗いとうがい
を充分に行う。

外箱にポリ袋をセット
する。（ゴミ袋として使用
します）

ツルツル
した面を
上にする

キャップを
閉めてボトル
を軽く振る

口の部分を
外側に
折り返す

内側に
触れない
ように注意

片方の手袋の袖口
より少し上の方をつ
まむ。

指先に向かい裏返
すように外す。外し
た手袋は手袋を装
着している方の手で
持つ。

もう片方の手袋の
袖口に、先に外した
方の手を差し入れ、
内側をつまむ。

指先に向かい裏返
すように外し、廃棄
する。

エプロンの首ひもを
ちぎる。　

適当な大きさに折り
畳んだ後、腰ひもを
ちぎって外し、廃棄
する。

エプロンの表面に
触れぬよう、上半身
部分を前面に垂らす。

エプロンの裏側に
手を差し入れ、表面
に触れぬよう、腰の
辺りで内側に折り
畳む。

1

2

手袋の外し方

エプロンの
外し方 3マスクの外し方 マスクの表面に触

れぬよう、ゴムひも
を持って外し、廃棄
する。

❶ ❹

❸ ❹❷❶

❶

●使用後のPPE表面は汚染されて
　いる可能性があるので、触れない
　ように注意する。
●PPEの取り外しを正しく行わなか
　った場合、作業者自身が汚染して
　しまう危険性があります。

PPE（個人防護具）の取り外しに関する注意

手順に従い正しく取り外してください。

汚染を防ぐ
ためにも、
以下の手順に
従い正しく
処理を行って
ください。

嘔吐物を覆っている、
ペーパータオルの上から
ルビスタ調製液を全体
に注ぐ。

ペーパータオル数枚で
残った嘔吐物を覆う。

嘔吐物を覆っている吸
水ポリマーシートを回し
ながら固形物などをす
くい取る。

残った嘔吐物を中央に
集めるように、まんべん
なく取り除く。

再度、❽～11の作業を
繰り返す。（必要に応じ
て同じ作業を数回行う）

表面は汚染の
可能性あり

❼

16

表面は汚染の
可能性あり

❷

表面は汚染の
可能性あり

❸


